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視覚障がい者柔道競技の試合局面にみられる戦術行動の有効性
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Abstract

The purpose of this study is to elucidate effective tactics in judo matches for the visually impaired. This 
study investigates and analyses the score ratio and score acquisition rate of visually impaired judo athletes in 
competition. In visually impaired judo the rules of non-disabled judo are modified into four phases. The first 
phase starts immediately after the referee announces “kumi-kata” to just before the referee announces “hajime”. 
The second phase begins right after the referee announces “hajime” to just before the first throwing technique. 
The third phase is from the start of a throwing technique to the end of a throwing technique. The fourth phase 
is from the end of a throwing technique to the end of a katame-waza.

For this study data was compiled from 218 matches from domestic and international visually impaired judo 
championships. The tactical behavior of 1,375 nage-waza techniques were analyzed in sequence relating to kumi-
kata combinations. The analysis was divided into the following categories: the controlled grip (CG); the presence 
or absence of the switch grip (SWG); the re-grip (RG); nage-waza; katame-waza, including the transition from 
a nage-waza; the penalties incurred during a match; and the match result. Statistical analysis of the data was 
performed using a chi-square test and a Fischer’s exact test with Microsoft Excel and R.

The results obtained show the ratio of kenka-yotsu score was significantly higher (χ2=5.837, df=1; p<0.05) 
than ai-yotsu in the CG. The score ratio was significantly higher (χ2=8.468, df=1; p<0.05) when SWG tactics 
were applied. The score ratio of the osaekomi-waza was significantly higher in the nage-waza with a score, and 
the score ratio of the shime-waza was significantly higher than the nage-waza without a score (χ2 = 9.416, df = 4, 
p <0.05).

The conclusions of this study indicate that in the overall match strategy where the first to second phases 
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are performed with CG as kenka-yotsu, but without RG, it is tactically advantageous to use SWG only if your 
opponent avoids kenka-yotsu. In the fourth phase, however, it is clear that nage-waza while shifting to osaekomi-
waza when a score is available, or shifting to osaekomi-waza or shime-waza when a score is not available, 
increases the rate of victory. It is hoped that the knowledge obtained from this study can be utilized not only to 
further develop the teaching methodology of both techniques and tactics for visually impaired judo athletes, but 
also to improve the overall competitiveness of judo.

Key words : Visually impaired judo, Match analysis, Improvement of competitiveness, Phases of the 
match, Kumite
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Ⅰ　緒言
　柔道競技は世界的に普及し，204 の国と地域が
国際柔道連盟（以下「IJF」と略す）に加盟して
いる（2020 年現在）．パラリンピックにおける視
覚障がい者柔道競技は 1988 年のオリンピック競
技大会（韓国・ソウル）からオリンピックとパラ
リンピックが同時開催となった際に，正式種目と
して採用されている．2016 年のパラリンピック
競技大会（ブラジル・リオデジャネイロ）では，
参加国および地域は 36 となり 114 名の選手が参
加 を し て い る．2018 年 に International Blind 
Sports Federation（以下「IBSA」と略す）がポ
ルトガルで開催した世界柔道選手権大会には，42
カ国 285 名の選手が参加していることから，競技
人口は増加傾向にある 7）．IBSA は World Games
や Continental Championships を開催し，パラリ
ンピック柔道競技の出場選手選考のための世界ラ
ンキングリストを作り，大会ごとに更新している．
これらの試合は体重別に分けられて行われるが，
視覚障がいの程度によるカテゴリー分けはされず
に行われている 8）．
　さて，柔道競技における勝敗およびスコア獲得
に影響を及ぼす要因は多様であるが，そのなかで
も組み手の戦術的技能の重要性を指摘した分析的
研究は数多くある．Kajmovic ら 15）はヨーロッパ
選手権大会において，男子は相四つと袖先を持つ
組み方，女子はケンカ四つの組み方によって優位
に立っている傾向があり，組み手が非常に重要で

あると述べている．Brabec ら 2）は試合における
組み手争いにかかる時間を分析し，相手へのアプ
ローチの時間とグリップする時間が選手の次の行
動に関係していることを報告している．また，
Tamura ら 30）は「脚」を持つことに依存してい
た戦術が 2009 年 1 月の IJF 試合審判規定の変更
によって「襟」と「袖」を持った状態で施技する
という組み手技術に移行する傾向にあることを明
らかにした．さらに，Ito ら 12）13）は組み手におけ
る戦術的な持ち変え行動が施技ポイント獲得に影
響を与えることを報告している．これらの国際大
会を調査対象としている多くの報告の積み重ね
は，晴眼者の選手に施す技術および戦術のコーチ
ングに少なからず貢献していることが推察される．
　一方，視覚障がい者柔道競技に関する研究は晴
眼者のものと比較して少なく，その内容について
は全盲の競技者と部分的に視野制限のある競技者
が，区別なく対戦する競技規約の課題に言及する
報告が大部分である．Krabben ら 17）18）は視覚障
がい者柔道において，全盲者よりも部分的視覚障
がい者が有利であることと，普段の柔道トレーニ
ング（練習施設への移動や練習相手の確保など）
機会に関しても全盲者は不利であることを報告し
て い る．Mashkovskiy ら 19）も，2007 年 か ら
2015 年の間に開催された 8 つの主要な視覚障が
い者柔道大会の 1640 試合を調査した結果，全盲
の選手はそうでない選手に勝つことは明らかに難
しいと結論づけている．このように従来の視覚障
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がい者柔道競技に関する研究の多くは競技者の視
覚機能に関わった報告であり，競技分析的研究は
僅かである．
　視覚障がい者柔道競技の技術および戦術に関す
る研究においては，Kons ら 16）が晴眼者の試合と
比べて指導ペナルティが少なく，より多く攻撃し
ている可能性に言及している．しかしながら，こ
の報告は IBSA ホームページ上でリリースされて
いる大会公式記録を用いてオリンピックとパラリ
ンピックの得点と失点を比較したものであり，実
際の試合映像から競技者の試合技術や戦術を詳細
に分析し，指導現場に寄与した報告は少ない．
　2016 年のパラリンピック競技大会（ブラジル・
リオデジャネイロ）においては，日本のメダル獲
得数が男子 3 個，女子 1 個という結果に終わって
おり，同時期開催のオリンピック競技大会におけ
る男女合わせた 12 個のメダル獲得数を大きく下
回り，次回パラリンピックに向けた対策とメダル
獲得のための戦術の構築は重要な課題となってい
る．よって，本研究の目的は，視覚障がい者柔道
競技における有効な戦術を明らかにすることである．
　視覚障がい者柔道競技の試合審判規定は，IJF
試合審判規定を基本にしているが，試合者の視覚
が制限されていることから特徴的な項目が複数設
けられている．それらは，主に組み手に関する事
項であることから，組み手の戦術が施技，スコア
獲得および勝敗に及ぼす影響については，晴眼者
の柔道競技とは異なる新たな検討が必要であると
考えられる．
　晴眼者の柔道競技の試合技術や戦術について，
Branca Miarka ら 21）は，動作の頻度，罰則，攻
撃の種類を局面に置き換え，それにかかった時間
の多寡によって分析しているが，それでは各試合
による相対的な攻防のなかでランダムに出現する
戦術や行動の繋がりを把握することは困難であ
る．そこで本研究では時間的経過ではなく，視覚
障がい者柔道競技の特徴的な組み手と投技および
固技の施技場面を局面に置き換えてスコア比率と
スコア獲得率を中心に詳細に調査と分析を行っ
た．視覚障がい者競技の試合映像から施技場面を
抽出し，組み手，投技施技，固技への移行に至る

それぞれの局面に出現する組み方の組み合せ（相
四つ・ケンカ四つ）と施技の頻度，さらに，組み
手から投技施技，固技への技術移行に至る行動も
検討し，局面と局面を繋げる戦術行動を俯瞰的に
捉えることを試みた．本研究における知見は，視
覚障がい者柔道競技における競技力向上と未開発
である技術および戦術の構築に重要な役割を果た
すことができると考える．

Ⅱ　方法
1．対象大会および試合データ
　対象試合数は 218 試合であり，内訳は以下であ
る．2012 年のパラリンピック競技大会（イギリス・
ロンドン）から全 177 試合中 41 試合（23.2%），
2016 年のパラリンピック競技大会（ブラジル・
リオデジャネイロ）から全 175 試合中 70 試合

（40.0%），全日本視覚障がい者柔道大会 2018 の全
41 試合（100.0%）および東京国際視覚障がい者
柔道選手権大会 2019 の全 66 試合（100.0%）であ
る．対象試合のうちパラリンピックの 2 大会は映
像がオープンソースになっている試合を採用し
た．内容については予選ラウンドと敗者復活戦，
および 3 位決定戦である．決勝戦は含まれていな
い．全日本視覚障がい者柔道大会 2018 の試合映
像は，全日本視覚障がい者柔道連盟より許可を得
て分析データとした．また東京国際視覚障がい者
柔道選手権大会 2019 の試合映像は全日本柔道連
盟科学研究部によって撮影されたものであり，当
該部に許可を得て分析データとした．

2．手続き
（1）戦術分析シート改定版
　本研究の分析には表 1 の視覚障がい者戦術分析
シートを使用した．これは Ito ら 12）が使用した
晴眼者用の戦術分析シートに視覚障がい者の組み
手の特徴に応じて改良を加えたものである．なお，
組み方（右組み，左組み）の判別については審判
員の「クミカタ」宣告時の標準的な組み方を解説
した IBSA amendments to the IJF contest rules, 
specific to visually impaired athletes9）の「標準
的組み方における右組みは右手で相手の左前襟を
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持ち，左手で相手の柔道衣の右上腕部を持たなけ
ればならず，左組みは右手で相手の柔道衣の左上
腕部を持ち，左手で相手の右前襟を持たなければ
ならない．」を参照した．

（2）用語の定義
1 ） Controlled grip：視覚障がい者柔道における

特徴的な規定の 1 つである試合開始時に審判
員に促されて試合者同士がいわゆる標準的な
組み方（柔道衣のどちらかの上腕部の袖とそ
の反対側の前襟を持つ）で組み合わなければ
な ら な い． そ の 各 々 の 組 み 手 の こ と を
Controlled grip とし，以下「CG」と表記する．

2 ） Free grip：CG に対して晴眼者の試合におい
て行われているような「ハジメ」宣告後に行
うことができる自由な組み手のことを Free 
grip とし，以下「FG」と表記する．

3 ） Re-grip：組み手を持ち変える動作のことを
Re-grip とし，以下「RG」と表記する．RG
は両手で相手と組み合う CG 後，手を離す動
作から相手の柔道衣を掴む動作を動作 1 回と
カウントし，少なくとも 1 回以上行われた動

作を Re-grip として定義した．また RG がな
い場合は以下「N-RG」と表記する．

4 ） Switched grip：審判員の「マテ」の宣告で
試合が中断し，試合者が開始線に戻され再度
の CG 時に，前回の CG と反対の組み方に変
えた CG のこと．以下「SWG」と表記する．
また SWG ではない CG を以下「N-SWG」と
表記する．最初の CG は N-SWG に含まれる．

5 ） スコア獲得率：施技された技数のなかでスコ
アになった技数の割合．

6 ） スコア比率：対象となった競技行動における
スコアの有無について，その施技数全体から
見たスコア数の偏りを表した比率．

（3）分析者および分析
　試合映像より抽出する競技者の戦術的な行動の
分析者を 3 名とした．3 名は日本伝講道館柔道 6
段以上の段位と全日本柔道連盟公認指導者資格を
有しかつ，現在，柔道指導に携わっている者とし
た．なお，戦術の様態を示す組み手，施技，スコ
ア獲得技，技名称，グリップの位置の判断（組み
方）に関しては，全ての分析者が映像を同時に視

表 1　投技戦術行動に関する調査用紙
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聴し，意見が一致したもののみを戦術分析シート
を用いてデータ化を行った．

（4）研究対象データの編集について
　映像データ編集については，獲得した映像を
PC にデータ化して取り込み，映像編集ソフトに
よる検索タグ付けを行い，必要な映像検索を即時
に行えることを可能にした．検索タグは，審判員
の「クミカタ」宣告時，試合開始時，試合再開時，
施技時，スコア獲得時の各々に付けた．
　編集は試合進行に沿って，試合開始時または試
合再開時に審判員が「クミカタ」と宣告して試合
者 2 人を組ませ，その直後に「ハジメ」が宣告さ
れてから試合を止める「マテ」の宣告，あるいは
試合終了の宣告「ソレマデ」までをひとまとまり
として映像を編集した．この手順で編集された分
析対象となる投技施技数は 1375 であり，スコア
を獲得した投技施技は 231 であった．一方，スコ
アを獲得した固技施技数は 70 であった．

（5）分析項目
　編集された 1375 の映像の内容は以下の手順に
したがって分類，分析された．全てのデータは戦
術分析シート改定版に記録され，Microsoft Excel
によって展開させた．柔道競技における視覚障が
い者用の試合審判規定は，晴眼者のものと基本的
には同様であるが，試合を行う際の手順について
は，「取り扱い条項」9）として定められている（表
7）．これらは主に組み手に関する内容であること
から，分析にあたっては，局面分類は試合時の競
技行動（組み手から施技によるスコア獲得までの
過程）を検討して設定した．図 1 の試合進行のフ

ロー図が示すように，試合展開を 4 つの局面に分
類した．第 1 局面は審判員の「クミカタ」の宣告
後から「ハジメ」の宣告直前まで，第 2 局面は審
判員の「ハジメ」の宣告後から施技直前まで，第
3 局面は投技施技の開始から投技（単発または一
連）の成否が確定するまで，第 4 局面は，投技施
技の終了後から固技へ移行し固技の成否が確定す
るまでである．分析項目は以下である．
1 ） 投技のスコア：投技においてはスコア獲得率

を検討した．
2 ） 固技のスコア：固技においてはスコア比率を

検討した．
3 ） 第 1 局面：CG と SWG の組み合わせ（相四つ・

ケンカ四つ）におけるスコア比率を比較した．
4 ） 第 2 局面：スコア比率を RG の有無によって

分類，比較し，加えて RG の有無と組み方（相
四つとケンカ四つ）によって分類，比較した．

5 ） 第 3 局面：投技の全施技を国際柔道連盟技名
リスト 31）によって手技，腰技，足技，捨身
技に分類しスコア比率を比較した．なお，真
捨身技と横捨身技は相手との位置関係で分別
が困難であるため捨身技に統合した．

6 ） 第 4 局面：固技（抑込技，絞技，関節技）の
スコア比率を比較した．固技への移行につい
ては固技スコアを獲得した選手がどのような
移行をしたかについて「投技施技がスコア獲
得した場合」「投技施技がスコア獲得できな
かった場合」「投技施技以外」の 3 つに分類
した．

7 ） 罰則内容：全局面における罰則の内容を「消

図 1　視覚障がい者の試合進行のフロー
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極的」「偽装攻撃」「防御姿勢」「片襟・クロ
スグリップ」「下半身への攻撃・防御」「場外」

「組み合わない」に分類し，それ以外の罰則
は「その他」とし，偏りがあるかを比較した．

8 ） 勝利内容：勝利を収めた内容を「一本」「技
あり」「罰則」に分類し偏りがあるかを比較
した．

9 ） 局面間のつながり：第 1 局面の CG（相四つ・
ケンカ四つ），第 2 局面の RG の有無，第 3
局面の投技施技のスコア成否までについて，
手技，腰技，足技，捨身技に偏りがあるか比
較した．加えて第 4 局面の固技のスコア成否
について，投技からの移行によるものか否か
についてスコア比率を比較した．さらに，投
技からの移行による固技については投技スコ
アの有無によるスコア比率を比較した．

（6）統計処理
　各局面の技術，戦術行動のスコア比率の偏りに
ついての検証と罰則行為および試合結果に偏りが
あるのか否かについての検証にはχ2 検定を用い
た．比較対象が 3 項目以上に及ぶ場合は残差分析
を行い有意差の検定をした．期待度数が「5」未
満のものが全体の 20％を超える場合，または最
小期待度数が 1 未満の場合は，フィッシャーの正
確確率検定を行った．多重比較にはライアンの名
義水準を用いた多重比較を行った．全投技スコア
数と全固技スコア数の偏り，固技への移行が投技
からの場合と投技からではない場合の固技スコア
数の偏り，および固技への移行が投技スコア獲得
後の場合と投技スコア無しの場合の固技のスコア
数の偏りの検証には正確二項検定を行った．有意
水準は全ての分析手法で 5％未満に設定した．統
計解析は Microsoft Excel と統計ソフト R で行っ
た．

（7）倫理手続き
　本研究は順天堂大学大学院スポーツ健康科学研
究科の研究等倫理委員会に承認されたものである

（受付番号：院 31-18）．

Ⅲ　結果
1．投技のスコア獲得率
　表 2 には施技された全投技の技名，投技施技に
よるスコア獲得率，投技施技数，投技スコア数を
示した．
　投技におけるスコア獲得率の上位（10 施技以
上）については手技のなかでは背負投（102 施技，
19.6%），体落（78 施技，11.5%），一本背負投（169
施技，5.9%）であった．腰技のなかでは払腰（64
施技，18.8%），袖釣込腰（36 施技，5.6%）であっ
た．足技のなかでは出足払（13 施技，30.8％），
小 外 刈（19 施 技，26.3 ％）， 大 内 刈（91 施 技，
23.1％）であった．捨身技のなかでは谷落（27 施
技，40.7%），外巻込（45 施技，22.2％），隅返（36
施技，22.2%）であった．
　施技数上位の投技 5 種類におけるスコア獲得率
はそれぞれ巴投（189 施技，9.0%），一本背負投（169
施技，5.9%），内股（151 施技，15.2%），背負投（102
施技，19.6%），大内刈（91 施技，23.1％）であっ
た．
　スコア数上位の投技 5 種類のスコア獲得率はそ
れぞれ内股（151 施技，15.2%），大内刈（91 施技，
23.1％），背負投（102 施技，19.6%），巴投（189
施技，9.0%），払腰（12 施技・18.8%）であった．

2．固技のスコア比率
　表 3 にはスコアを獲得した固技の技名，固技の
スコア比率，固技スコア数を示した．
　固技におけるスコア数上位 5 種類のスコア比率
はそれぞれ袈裟固（17 施技，24.3% ），横四方固（11
施 技，15.7%）， 腕 挫 十 字 固（10 施 技，14.3%），
送 襟 絞（10 施 技，14.3%）， 縦 四 方 固（9 施 技，
12.9%）であった．

3． 第 1 局面の組み方および SWGのスコア比率
について

　表 4 の第 1 局面が示すとおり，CG における相
四つ（右組みと右組み，左組みと左組み）とケン
カ四つ（右組みと左組み）のスコア比率について，
ケンカ四つのほうが有意にスコア比率は高かった

（χ2=5.837，df=1，p<0.05）．また，SWG の有無
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表 2　投技におけるスコア獲得率
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については SWG 戦術を用いたほうが有意にスコ
ア比率は高かった（χ2=8.468，df=1，p<0.05）．
SWG の組み方については，相四つとケンカ四つ
でスコア比率に有意差はみられなかった． 

4．�第 2 局面における CGの組み合わせと RGの
有無別のスコア比率について

　表 4 の第 2 局面が示すとおり，FG において
RG 後の施技と CG のまま RG 無しの施技の比較
をした結果，N-RG のスコア比率が有意に高かっ
た（χ2=3.836，df=1，p<0.05）．CG が「相四つ」
および「ケンカ四つ」それぞれにおいて RG と
N-RG の各 4 項目のスコア比率の比較をした結果，
CG が「相四つ」における RG のスコア比率は有
意に低く，CG が「ケンカ四つ」における N-RG
のスコア比率は有意に高かった（χ2=11.368，
df=3，p<0.05）．

5． 第 3局面において分類された投技の施技数と
スコア比率について

　表 2 が示すとおり，全ての施技された投技を手
技（9 種類），腰技（5 種類），足技（18 種類），
捨身技（13 種類）の 4 つに分類した．表 4 の第 3
局面が示すとおり，手・腰・足・捨身技のスコア
比率を比較したところ，足技のスコア比率が他の
全ての技のスコア比率よりも有意に高かった

（χ2=7.261，df=3，p<0.05）．

6．第 4局面における固技のスコア比率について
　表 5 の第 4 局面が示すとおり，固技のスコア比
率は抑込技が 46 施技（65.7%），絞技が 11 施技

（15.7%），関節技が 13 施技（18.6%）であった．
抑込技は絞技と関節技に対してそれぞれ有意に高
かった（χ2=33.118，df=2，p<0.05）．固技のス
コア数は 70 施技で投技を含む全スコア数の
23.3％を占めた．

7．罰則内容について
　表 6 が示すとおり，罰則行為の「消極的」の回
数が，その他の全ての項目に対して有意に多かっ
た（χ2=406.805，df=7，p<0.05）．

8．勝利内容について
　表 6 が示すとおり，「一本」の数は「技あり」
と「罰則」に対してそれぞれ有意に多かった

（χ2=187.872，df=2，p<0.05）．第 1 局面から第 4
局面の結果による勝利内容の比率については，全
218 試合のうち，「一本」による内容は 168 試合

（77.1%）であり，「技あり」による内容は 28 試合
（12.8%），「反則による」内容は 22 試合（10.1%）
であった．

表 3　固技におけるスコア比率
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9．局面間のつながりとスコア成否について
　図 2 は全局面における戦術行動のつながりを示
すフロー図である．総施技数 1375 は第 1 局面に
おいて CG の相四つかケンカ四つに分岐し，そこ
から第 2 局面でさらに RG 行動の有無で 4 つに分
岐する．第 3 局面ではその 4 分岐がそれぞれ「手

技」「腰技」「足技」「捨身技」の 4 つに分岐して
いる．
　表 4 の第 3 局面に示しているとおり，相四つで
RG「相四つ・RG 行動有り・スコア有無」と
N-RG「相四つ・N-RG・スコア有無」のどちらに
おいても「手技」「腰技」「足技」「捨身技」のス

表 4　各局面にみる戦術行動のスコア比率（1）

佐藤 : 視覚障がい者柔道競技の試合局面にみられる戦術行動の有効性
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表 5　各局面にみる戦術行動のスコア比率（2）

表 6　罰則・勝利内容の比率
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コア比率に有意差はみられなかった．ケンカ四つ
で RG「ケンカ四つ・RG 行動有り・スコア有無」
と N-RG「ケンカ四つ・N-RG・スコア有無」にお
いて，ケンカ四つで RG 行動ありの「手技」のス
コア比率が有意に低かった（χ2=10.299，df=3，
p<0.05）．ケンカ四つの N-RG のスコア比率に有
意な差はみられなかった．
　表 5 の第 4 局面に示しているとおり，スコアを
獲得した固技の施技を取り上げ，第 3 局面からど
のような移行で固技スコアに至ったかを遡り，自
らの投技施技におけるスコア有りとスコア無しの
2 分岐に注目した．自らの投技施技（第 3 局面）
からの移行のケースは 57 施技（81.4%）であり，
そのうち投技施技でのスコア獲得からの移行が
29 施技，投技施技でのスコア無しからの移行が
28 施技であった．自らの投技施技からの移行で
はない場合は 13 施技（18.6%）であった．投技施

技からの移行による固技のスコア数は，移行無し
か ら の 固 技 ス コ ア 数 よ り も 有 意 に 高 か っ た

（p<0.05）．投技施技からの移行による抑込技，絞
技，関節技それぞれのスコア数で，投技スコアか
らの移行とスコア無しからの移行および投技施技
以外からの比較を行ったが，投技スコアからの移
行による抑込技のスコア比率が有意に高く，投技
N-スコアからの移行による絞技のスコア比率は
有意に高かった（χ2=9.401，df=4，p<0.05）．

Ⅳ　考察
　本研究では，視覚障がい者柔道競技における戦
術行動を明らかにするために，晴眼者の試合審判
規定と異なる組み手に関する条項を考慮し，組み
手および施技によって試合の局面を分類し，各局
面でのスコア獲得率とスコア比率を算出した．

図 2　全局面の戦術行動のフロー

佐藤 : 視覚障がい者柔道競技の試合局面にみられる戦術行動の有効性
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1．投技のスコア獲得率について
　本研究で施された投技のスコア数の上位 5 つは
内股，大内刈，背負投，巴投，払腰であり，この
傾向は Sacripanti における晴眼者柔道競技の報
告 28）と同様であった．また，施技された投技は
45 種類と幅広く，投技の選択については視覚障
がいの制約を受けていないことが伺えた．
　2011 年から国際柔道連盟は「ダイナミック柔
道」を促進するために，組み手に関連する試合審
判規定を数回にわたって大きく変更している．最
も代表的な内容は立ち姿勢で下半身に触れること
を禁じる条項であり，それにともなって晴眼者の
スコアの獲得技は変化してきている．石井 10）は
2019 年の東京世界選手権大会におけるスコア数
を報告し，男女ともにスコア数 1 位の隅落をトレ
ンド技として注目し，相手が潰れるタイミングの
連絡変化の動きのなかで最終的に体側を畳に着け

ようとコントロールすることが隅落に繋がってい
る可能性を報告している．本研究においても，背
負投，内股，大内刈などがスコア数において上位
であることは晴眼者と共通しており，隅落につい
ても 9 施技と少ないものの，スコア数は 6（スコ
ア獲得率 66.7%）の効果的な技であった．また，
相手の施技に反応する変化技とされる谷落も施技
数 27 施技中スコア数が 11 施技であり，スコア獲
得率は 40.7% と高い傾向であった．晴眼者競技と
同様に視覚障がい者競技においても，スコア獲得
のために主流となる投技に加えて，相手の投技に
対応する技がスコア獲得に寄与する可能性が示唆
された．

2．固技のスコア比率について
　固技についても石井 10）は 2019 年の東京世界選
手権大会におけるスコア数を報告しており，男女

表 7　視覚障がい者と晴眼者の柔道試合審判規定の主な相違点
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共にスコア数 1 位は横四方固であり，2 位は崩上
四方固で抑込技が上位であった．本研究において
はスコア比率に関しては抑込技が 65.7% でその大
勢を占めていることは同様であるが，袈裟固のス
コア比率（17 施技，24.3%）が大きく，晴眼者の
傾向とは違っている．投技施技から手を離さず柔
道衣を持ったままで移行が可能な固技は袈裟固で
あることがその違いの大きな要因であろうと推察
される．また，絞技においては送襟絞（10 施技，
14.3%），関節技においては腕挫十字固（10 施技，
14.3%）のスコア比率が高かった．

3．第 1局面におけるCGと SWGについて
　第 1 局面において CG が「相四つ」と「ケンカ
四つ」の場合のスコア比率を比較したところ，「ケ
ンカ四つ」の場合のほうが高かった．つまり，第
1 局面の CG は「ケンカ四つ」のほうがスコアを
獲得するためには効率的であるといえる．晴眼者
競技において，Kajmovic ら 14）は男子の「相四つ」
のスコア獲得に一番効率のよい技は一本背負投で
あり，「ケンカ四つ」の時は内股であると報告し
ている．また，Courel ら 4）は軽量級において「相
四つ」の場合に組み方と同じ方向に攻撃すること
が最も効果的であると述べている．つまり，自由
な組み手（FG）が可能な晴眼者競技については，
刻一刻と変わる相手の組み手に対応しながら自ら
の組み方と技を選択して変えることができる．こ
の高い自由度によって晴眼者の戦術は「相四つ」
と「ケンカ四つ」のどちらかが有利という段階で
はなく，その後の各技の選択や施技方向によって
戦術的に有効なものが明らかになっている．しか
し，CG 時に組み方がお互いに決められてしまい
かつ，持ち変える自由がほとんど無い視覚障がい
者は技選択の自由度がきわめて低く，スコアの獲
得方法が限定されることがわかる．したがって本
研究で明らかになった CG の「ケンカ四つ」から
の施技の有効性が高いことは，晴眼者の戦術同様
に重要な戦術要素となり得ることが理解できる．
一方，「相四つ」からの施技のスコア獲得に対す
る有効性が低い理由として，攻撃側の釣り手を防
御側の引手で押さえ，技の効力を小さくすること

などが推察できるが，本研究では明らかにできな
かった．
　また，視覚障がい者競技取扱条項 9）である試
合再開時に，組み方を変更する組み手（SWG）
からのスコアは，N-SWG との比較において，ス
コア比率が高い結果を得た．つまり，試合者は
SWG の組み手を戦術として活用することにより，
スコア比率を増加させている可能性が高いと考え
られる．晴眼者の試合においては互いが有利な組
み方を得ようとする攻防である「組み手争い」が
生じ，組み際の技が頻繁にみられることを石川
ら 11）が述べている．一方，視覚障がい者の試合
では組み合った状態から試合が始まるため，晴眼
者のような組み手争いは生じないことが予想され
る．しかし，本研究では，晴眼者の組み手争いの
戦術に相当する SWG の戦術，つまり CG 時に左
右どちらかの得意な組み手になるのではなく，右
組みおよび左組みを使い分けて施技する戦術が明
らかになった．この知見は晴眼者の競技分析研究
では報告されておらず，視覚障がい者柔道競技に
おける特徴的な戦術行動であると考えられる．さ
らに SWG における「相四つ」と「ケンカ四つ」
のスコア比率を比較した結果，偏りはみられな
かった．このことは，SWG が有効性の高い「ケ
ンカ四つ」の施技に変化するための戦術行動では
なく，試合再開前の試合状況から技の有効性を高
める最適な組み方を選択していることが推察され
る． 

4． 第 2局面の FGにおける CGからの施技とRG
からの施技の関係について

　視覚障がい者柔道の審判規定の取扱条項 9）に
おいて，組み手のグリップに関して片手グリップ
は即時攻撃のためにのみ許されるという内容があ
る．つまり，CG から片手を離した場合，即時に
施技しなければ試合は「マテ」の宣告で中断され
るので，視覚障がい者の競技ルールにおいて RG
は非常に困難であり，本研究における CG 以降の
RG の回数は全て 1〜2 回であったことの根拠と
なっている．
　視覚障がい者の RG と N-RG からの施技のスコ
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ア比率を比較した場合，N-RG からのほうが高
かった．このことは，RG せず施技することが戦
術行動の選択として望ましいことを示唆してい
る．Ito ら 13）の晴眼者競技の報告では，ゼッケン

（背中）を持つ場合，RG 行動があるとスコア比
率が有意に高く，「襟」と「袖」を持つ場合は
RG しないほうがスコア比率は有意に高かった．
つまり，視覚障がい者競技において N-RG からの
施技が有効であるという結果は，晴眼者競技と同
様の知見を示していると考えられる．また，CG
が「相四つ」時の RG からの施技と N-RG の施技
のスコア比率では，RG からの施技はスコア比率
が低く，CG が「ケンカ四つ」時の RG からの施
技 と N-RG の 施 技 の ス コ ア 比 率 の 比 較 で は，
N-RG からの施技が高かった．これらの結果は，

「ケンカ四つ」の場合は CG からの施技がスコア
比率を高める戦術行動であることを支持している
が，「相四つ」時の RG 行動は技の有効性を高め
るためでなく，施技数を増やして相手に「消極的」
罰則を与えるための戦術行動であることが推測で
きる．
　Mashkovskiy ら 19）は，全盲選手は部分的な視
覚障がい選手と比べ，視覚能力が劣るために勝利
を得にくいと報告しており，Piras ら 27）は，視覚
が柔道のパフォーマンスに寄与するのは組手争い
の場面だけではないことを報告している．また，
Krabben ら 17）18）は，試合者のグリップについて，
部分的な視覚障がい選手は全盲選手よりも有利で
あると結論づけ，視覚の差は RG で有利になると
述べている．したがって，部分的な視覚障がいを
持つ選手は RG 行動を起こして施技に至っている
可能性がある．今後はその差異を明らかにするこ
とで視覚能力による効果的な戦術行動の指導

（コーチング）が期待できる．また，全盲の選手
にとっては，第 2 局面における RG 戦術よりも，
第 1 局面における SWG 戦術を用いるほうが，ス
コア比率を高めるためには有効である可能性がある．

5． 第 3局面において分類された投技の施技数と
スコア比率について

　足技のスコア比率が手技，腰技，捨身技と比べ

て高かった．足技のなかで最多施技数である内股
がスコア獲得率 15.2% を示し，その他の足技もス
コア獲得率が 20% を超える高い傾向を示したこ
とは特徴的である．Adam ら 1）は対象大会にお
ける各技の 1 試合の平均獲得スコアを attack 
efficiency index（攻撃効率指数）として算出して
比較した結果，足技（3.44），捨身技（2.54），手
技（1.36），腰技（0.67）であったと報告している．
Miller ら 23）も攻撃効率指数の比較のなかで，足
技（3.17），手技（2.42），捨身技（1.06），腰技（0.58）
であることを報告している．本研究における視覚
障がい者の有効な投技の傾向は晴眼者競技と同様
の傾向を得られたことが明らかとなった． 
　本研究では，足技に次いで捨身技のスコア獲得
率（17.2%）が高い傾向にあった．しかし，捨身
技のなかで最多施技数である巴投のスコア獲得率

（9.0%）が低いことも特徴的であった．捨身技は
相手よりも先に背中を畳に付けて施す技であり，
失敗すると相手のスコアになるリスクから，施技
においては手を離さずにできるだけ密着して施技
することが求められる．これは，組み合って競技
する時間の長い視覚障がい者柔道の特徴と親和性
が高く，視覚障がいを持つ競技者にとって施技が
容易であることが推察される．Miarka ら 20）は，
晴眼者の捨身技は，最も頻繁に使用されるカウン
ターの攻撃テクニックであると報告しているが，
視覚障がい者柔道競技の捨身技施技は，スコア獲
得を狙いながらも施技数を意図的に増やして相手
の「消極的」罰則を誘い，「マテ」での試合リセッ
トも容易であるという 3 つの戦術行動を可能にす
る特徴的な技であると推察する．このように，選
手は個々の技の特徴を視覚障がい者の競技ルール
に対応させて施技しているといえよう． 

6．第 4局面における固技のスコア比率について
　投技施技からの移行による固技スコア比率は，
投技施技からの移行ではない場合よりも高い結果
となった．このことは，投技施技から固技への移
行を一連の戦略として捉え，戦術行動として駆使
することが有効であることを示唆している．さら
に，スコア獲得した固技の内訳は抑込技が 46 施
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技（65.7%），絞技が 11 施技（15.7%），関節技が
13 施技（18.6%）であり，抑込技が他の固技と比
較してスコア比率が高かった．投技施技から固技
への移行について，Nagai ら 25）は，晴眼者の立
ち姿勢と寝姿勢での攻防の間には，直接的な関連
性がほぼ半数で見られ，スコア獲得につながった
場合のうち 75% は抑込技だったと報告しており，
Miarka ら 22）は回転をともなう柔道技，例えば背
負投や巴投と組み合わせることによって，抑込技
がスコア獲得率を高めたと報告している．一方，
Pierantozzi ら 26）は晴眼者の国際大会におけるメ
ダリストの分析について，投技施技後，全ての状
況において固技へは移行せず，固技のスコア獲得
の可能性は戦局を見きわめて使用していることを
報告している．晴眼者競技についての先行研究の
知見はさまざまであるが，本研究においては，投
技で相手の身体と接触したまま抑込技への移行が
有効であり，特にスコア比率が最も高い袈裟固は
投技施技時のグリップを離さずに移行が可能であ
り，確実なスコア獲得に至る可能性が高く，視覚
障がい者柔道競技における特徴的な戦術行動であ
ることが示唆された． 

7．罰則内容について
　表 6 に示すように，第 1 局面から第 4 局面にお
ける視覚障がい者の全罰則 195 例のうち 115 例

（59.0%）が「消極的」指導の適用であり，有意に
高かった（p<0.05）．稲田ら 6）は，国際審判規定
の変更による晴眼者柔道競技がネガティブな柔道
に対しての罰則が厳格に適用されていると述べて
いる．三宅ら 24）は，IJF が目指す「ダイナミッ
ク柔道」を組み立てる「組む」「攻める」「場外に
出ない」に反する罰則の厳格化が進んでいると報
告している．本研究の視覚障がい者競技もその影
響を大きく受けており，「組む」ことについては，
CGにおいて既に達成されているにもかかわらず，
実際には「組み合わない」罰則が 13.8% あり，全
て CG 時に与えられている．すなわち，試合者同
士において少しでも有利な組み手にするために
CG が定まらない様子を示しており，第 1 局面の
CG が試合者にとって重要な戦術行動として認識

されていると考える．「場外に出る」罰則において，
視覚障がい者競技では，基本的に適用しないルー
ル運用になっているために出現数は少なく，12
例（6.2％）であった．したがって，視覚障がい
者柔道の「消極的」指導の適用には，「攻める行
動の欠如」が審判員の罰則適用に影響を与えてい
る可能性が高いと考えられる．本研究における巴
投と一本背負投の施技数が他の技と比較すると突
出して多いにもかかわらず，それらのスコア獲得
率が低い理由は，スコアを獲得する目的でなく，
相手よりも数多く技を掛けるためであろうと推察
される．そして相手に罰則を与える機会を作ると
いう目的のための戦術行動を選択している可能性
が伺える．Calmet ら 3）は，相手に罰則を与える
という戦術の改善が試合で勝つための重要な方法
であると述べており，投技は投げるためでなく，
相手に罰則を適用させる手段として用いられてい
る可能性を報告している．実際，巴投は施技が容
易であり，一本背負投は CG から片手を離して
しゃがみ込むために施技が容易である．第 2 局面
における RG のスコア数が減り，N-スコア数が増
えていることから，罰則適用のために選択された
行動である可能性がある．本研究では，「偽装攻撃」
の罰則が少ないことに対する説明は困難である
が，今後は罰則適用に関連する投技として，巴投
や一本背負投に着目した分析が必要である． 

8．勝利内容について
　勝利内容においては，「一本」で決まった試合
数は全体の 77.1% で，「技あり」と「反則」のス
コアと比較すると比率は高かった．また技による
スコア（「一本」＋「技あり」）で決まった試合数は
全体の 89.9% であった．三宅ら 24）の晴眼者の国
内大会における報告では「一本」で決まった試合
数は全体の 63.4%，技によるスコアで決まった試
合数は全体の 75.6% であり，どちらにおいても視
覚障がい者のほうが高い比率であった．視覚障が
い者は晴眼者と比較して「一本」を含むスコアを
獲得しやすい状況であることがわかる．その理由
として，投技施技から固技への移行によるスコア
獲得が関連していることが伺われるため，今後の
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調査が求められる． 

9．局面間のつながりと試合展開
　図 2 に分類した 4 局面を俯瞰できる流れを示し
た．組み方 1375 は CG の総数である．第 1 局面
では，CG は「相四つ」あるいは「ケンカ四つ」
の二者択一であり，審判員の「ハジメ」の宣告で
第 2 局面に移行する．「ケンカ四つ」の施技は「相
四つ」の施技よりもスコア比率が高いという結果
を得た．試合再開時の CG においては，前の組み
方と逆側にしてスコア獲得を狙った SWG 行動が
観察され，それは同じ CG を繰り返して施技する
よりもスコア比率が増加することが明らかになっ
た．視覚障がい者柔道競技のルール上の大きな特
徴は，試合を CG から開始することである．審判
員によって CG されることと，第 2 局面における
RG 行動はスコア比率を低くするため，CG のま
まで相手より先に施技して第 3 局面に移行するこ
とが重要になる．柔道競技の組み手において，
Miarka ら 20）は，ハイレベルな柔道アスリートは
持ち続けることに時間を多く費やすと述べ，
Soriano ら 29）はTOGT（Total gripping time）が
コーチングにとって最重要の課題となることに言
及している．また，Franchini ら 5）は，試合中に
強いグリップ力を発揮して維持する能力が重要で
あると報告している．多くの先行研究で言及され
ている晴眼者柔道競技の組み手に対する重要性
は，視覚障がい者においても同様に重要であり，
スコア獲得に有効な影響を与えることが推察され
た．また，投技の有効性を高める組み手の戦術行
動から，足技のスコア比率が高まり，投技施技か
ら固技への移行によってスコアを獲得していくと
いう流れによってスコア比率が高まることがわ
かった．さらに投技スコアがある場合は抑込技へ
移行することがスコア比率を高め，投技スコア無
しからそのまま絞技へ移行する流れによって絞技
のスコア比率が高まることがわかったので，抑込
技と同様に有効な攻撃であることが示唆された．
視覚障がい者柔道競技における戦術行動は，相手
と接触した状況のままでの組み手，投技，固技の
一連の繋がりで構築される可能性が示唆された． 

Ⅴ　結論
　本研究の目的は，視覚障がい者柔道競技におけ
る有効な戦術を明らかにすることである．視覚障
がい者柔道競技の試合技術や戦術の有効性につい
て，実際の競技会における試合映像から詳細に調
査した．得られたデータを 4 つの行動局面に分類
し，組み手から投技施技，固技への移行に至る戦
略的技術傾向を検討し，各局面において知見を得
た．勝利を目指すならば，第 1 から第 2 局面にお
いて，CG を「ケンカ四つ」にして RG は行わず，
相手が「ケンカ四つ」を回避した場合のみ SWG
を駆使することが望ましい．第 3 局面において，
足技を中心に投技を繰り出し，スコアがある場合
は抑込技へ移行し，スコアがない場合は抑込技か
絞技へ移行するのがよい．以上のように各局面に
おける有効な技術・戦術を繰り返すという特徴的
な戦術行動によって勝率が上がることが明らかに
なった．選手およびコーチは 4 つの局面の考察を
一連の繋がりで捉え，総合的に解釈し運用するこ
とで，視覚障がい者柔道競技におけるスコア数お
よびスコア比率を増加させることができる．
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